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本学位論文は、胸部CT画像における肺結節の検出のために用いる計算機支援診断（CAD）シス
テムの開発を目的とするものである。本論文で目標とする肺結節は、固形の結節（Solid）とすりガ
ラス状陰影（Ground Glass Opacity; GGO）と呼ばれるものである。そのうち,GGOと呼ばれる結節の
検出は、より困難性が高いため、その検出に重点を置いた。この検出アルゴリズムの主要部分は、
固形とGGOのそれぞれの特性に適合させるための幾らかの変更点は別にして、両結節に対して同
じものである。

先ず、肺野内の真の結節候補を同定し、位置付けをすることが必要である。従って、結節部分の
輝度値を強調し、一方、それ以外の周辺部分の輝度を減衰させるための前処理をする必要がある。
この開発のガイドラインとして結節の減衰レベルの知見を使うため、種々の結節の減衰レベルを分
析した。更に結節部の特徴付けを改善するために、ガボールフィルタの応用と形態学的特徴付けを
研究した。

次に、真の結節候補とそれ以外のものとを識別するため、幾つかの識別処理法を提供した。この
識別処理法は、結節部分を主に特徴づける灰色レベル特性を調べることから始めた。そして、結節
候補と結節以外のものの参照画像との間の類似性を測るためにテンプレートマッチング法を用い
た。結節候補の識別は、先ず横断CT画像で結節候補の検出行い、更に、それに対応する冠状CT画
像内でのその存在確率を調べることによって行っている。この横断CT画像と冠状CT画像とから得
られる検出結果を融合する2次元処理法は、3次元処理での煩雑性を避け、そして計算時間を短縮す
ることができる。

最後に、この検出手法の擬似信号割合（FP rate）を減少させるために、Radial Basis Function

ニューラルネットを導入した。これを用いた主な理由は、RBFネットがもつパターン識別に対する
優れた能力である。RBFネットワークの構成と訓練法を詳細に検討した。またこのネットワークを
用いた場合の有用性を一般に用いられる多層パーセプトロンネットワークを用いた場合との比較で
示した。

本論文で提案したCADは、GGOの検出において検出率96.3％、および擬似信号割合0.06/sliceで
あった。これらの実験結果は、このCADの重要な有効性を示し、そして診療応用における有効な能
力を与えるものである。


